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論文内容の要 ~ 日
レーザ光による光通信や各種の光応用装置を実現するためには，光波伝送用の適当な線路を開
発することが先決問題であり，各方面において光線路に関する研究が盛んに行なわれている。今
までに種々の形式の線路が提案されているが，その中でも，ガスレンズや集束性伝送体 (SELFOC)
などのように誘電率が線路の中心軸からの距離の二乗に比例して減少するようなレンズ状媒質か
らなる導波系は，重要な地位を占めている。しかし，この種の導波系は研究が始ってからまだ日
が浅く，その伝送特性に関しても理論的に不明な点が多い。
本研究は，このような導波系を対象として行なわれたものであり，本導波系に関連する基礎的
諸問題の解明と，その工学的設計理論の確立およびレンズ状媒質を応用した新しい形式の低損失
線路の提案を目的としたものである。
まず， このような導波系を波動光学的に取扱うための新した解析方法を提案し， 直線状導波
系，円形曲り導波系，正弦状うねり曲り導波系等に適用する。その結果，本方法は，従来の方法
にくらべて，一層直接的で簡単であり，かっ，総括的な取扱いができるという利点があることを
示す。つぎに周期的導波系における軸ずれ，斜入射ガウスビームの一般的応答と安定条件を波動
光学的に詳して検討し，このような系の安定条件に関する従来の結論は誤りであることを指摘す
る。また，円形曲り導波系におけるガウス波の応答電磁界について論じ，モード結合理論による
従来の解析結果には重大な誤りがあることを指摘する。さらに，円形曲り部の新しい設計方法と
して，従来よりも一層有効な簡単な方法を提案する。また，線路を等間隔で支えた場合に線路の
自重のために生じるたわみ曲線に沿ったうねり曲りについても検討し，今までに明らかにされて
いなかったうねり曲り部の設計理論を確立する。最後に， レンズ状媒質からなる不均一誘電体薄
膜表面波線路を提案し，その直線部および円形曲り部における基礎的伝送特性を理論的，数値的
-208-
に解明する。その結果，本線路は，従来乙の種の線路を実用化する際に問題とされていたいくつ
かの欠点を有効に解決し得る優れた特性を有するものであることを明らかにしている。
論文の審査結果の要旨
本論文は， レーザ光伝送に必要なレンズ状媒質からなる導波系を，従来の方法よりも一層直接
的かっ簡明に解析するとともに，優れた特性を有する新しい形式の不均一誘電体薄膜表面波線路
を提案している。
以上のように，本論文はレーザ光伝送技術の発展に寄与するところが大きく，博士論文として
価値あるものと認める。
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